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〇
五
〜
〇
六
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
日
本
の
総
人
口
は
減
少
に

向
か
う
。
「
国
の
力
」
は
低
下
す
る
の
か
。
経
済
・
財
政
・

社
会
保
障
制
度
・
金
融
資
本
市
場
な
ど
、
経
済
の
か
た
ち
は

ど
う
変
容
す
る
の
か
。�

世
界
に
類
を
み
な
い

人
口
構
成

教
授
は
著
書
の
な
か
で
日
本
は

〇
八
年
以
降
、
人
口
減
少
に
伴
っ
て

実
質
国
民
所
得
が
減
少
す
る
と
の
試

算
を
示
さ
れ
て
い
る
（
第
１
図
）。

経
済
の
縮
小
は
避
け
ら
れ
な
い
の
か

経
済
成
長
率
は
「
労
働
力
人
口
」

の
増
減
率
と
「
労
働
生
産
性
」
の
上

昇
率
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
労
働
力
人

口
と
は
働
く
意
思
の
あ
る
人
の
数

（
就
業
者
数
と
失
業
者
数
の
合
計
）

で
あ
り
、
労
働
生
産
性
と
は
労
働
者

一
人
当
り
の
年
間
生
産
量
だ
。

労
働
生
産
性
は
科
学
技
術
の
進
歩

に
よ
っ
て
毎
年
必
ず
上
昇
す
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
ま
で
は
労
働
力
人
口
も

増
加
し
た
の
で
、
経
済
は
右
肩
上
が

り
に
成
長
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
後

は
急
激
か
つ
大
幅
な
労
働
力
人
口
の

減
少
を
労
働
生
産
性
の
上
昇
で
カ
バ

ー
で
き
ず
、
経
済
は
縮
小
に
向
か

う
。

日
本
の
人
口
や
労
働
力
人
口
の

急
激
な
減
少
の
原
因
は
何
か

日
本
の
人
口
構
成
に
は
第
一
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

政
策
研
究
大
学
院
大
学
の
松
谷
明
彦
教
授
は
、
近
著
『「
人
口
減
少
経
済
」
の
新
し
い
公
式
』
で
、
三

〇
年
後
の
日
本
の
人
口
減
少
の
姿
と
そ
の
多
岐
に
わ
た
る
影
響
を
鮮
明
に
描
き
、
次
の
よ
う
な
警
告
と

提
言
を
行
っ
て
い
る
。「
科
学
技
術
が
進
歩
し
て
も
、
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
も
、
今
後
の
労

働
力
人
口
の
大
幅
な
減
少
と
経
済
の
縮
小
は
避
け
ら
れ
な
い
。
企
業
、
政
府
は
経
済
の
縮
小
を
前
提
と

し
た
経
営
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
間
接
金
融
は
生
産
の
量
的
拡
大
に
適
し

た
金
融
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
企
業
に
対
し
て
利
益
率
極
大
化
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
な
い
。
銀
行

融
資
の
縮
小
は
必
然
で
あ
り
、
株
式
市
場
の
拡
大
が
課
題
と
な
る
。」
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〈
要
旨
〉
二
〇
〇
五
年
は
戦
後
六
〇

年
で
あ
り
、
新
生
日
本
の
還
暦
の
年

で
あ
る
。
ま
た
今
年
、
あ
る
い
は
来

年
が
日
本
の
総
人
口
の
ピ
ー
ク
で
あ

り
、
以
後
減
少
に
向
か
う
歴
史
的
な

分
水
嶺
の
年
で
も
あ
る
。
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
社
会
に
は
将
来
の
日
本
経

済
・
社
会
に
つ
い
て
の
悲
観
論
が
横

溢
し
て
い
る
。
人
口
膨
張
に
伴
う
危

機
を
論
じ
た
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
と

は
逆
に
、
ほ
と
ん
ど
の
先
進
国
で
人

口
減
少
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
マ
ル
サ
ス
論
も
、
い
わ
ゆ
る 

`
逆
マ
ル
サ
ス
論
a
も
、
と
も
に
結

論
は
悲
観
的
で
あ
り
、
経
済
学
が
ふ

た
た
び
「
陰
鬱
な
科
学
」
に
な
っ
て

し
ま
う
の
か
。
必
ず
し
も
そ
う
で
は

な
い
。
少
子
高
齢
化
を
巡
る
議
論
に

は
い
く
つ
も
の
落
し
穴
が
あ
る
よ
う

だ
。

悲
観
的
な 

「
逆
マ
ル
サ
ス
論
」

　

「
少
子
高
齢
化
」
は
い
ま
や
枕

詞
、
あ
る
い
は
時
候
の
挨
拶
の
よ
う

に
頻
繁
に
口
に
さ
れ
る
。
七
〇
年
代

の
石
油
危
機
の
あ
と
は
「
資
源
有
限

時
代
」
が
同
様
に
枕
詞
に
な
り
、
長

い
間
「
国
際
化
」、
そ
し
て
近
年
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
が
や
は
り
そ
う

で
あ
る
。

　

と
く
に
少
子
化
と
か
高
齢
化
に
つ

い
て
は
「
人
口
革
命
」
と
い
っ
た
表

現
も
多
用
さ
れ
る
。
こ
の
「
革
命
」

と
い
う
言
葉
も
あ
ま
り
に
気
軽
に
使

わ
れ
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、
現

在
進
行
し
て
い
る
人
口
動
態
の
変
化

は
真
に
革
命
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い

根
本
的
に
重
要
な
現
象
で
あ
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ィ
ー
ク
誌
が
「
グ
ロ

G
lobal

A
g-

ー
バ
ル
な
高
齢
化
」（ 
       
  

ing

   
）
と
題
す
る
特
集
を
組
ん
だ

（　

年
１
月　

日
号
）。
高
齢
化
は

０５

３１

日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
他
の

先
進
諸
国
、
さ
ら
に
は
中
国
な
ど
で

も
急
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
少
子

化
が
こ
れ
と
同
時
進
行
し
て
い
る
国

も
多
い
。
そ
こ
か
ら
、
二
〇
〇
年
以

上
も
前
の
マ
ル
サ
ス
に
よ
る
き
わ
め

て
悲
観
的
な
「
人
口
爆
発
」
論
と
は

逆
に
、「
人
口
減
少
」
に
よ
っ
て
経

済
が
衰
弱
し
生
活
水
準
が
低
下
す
る

時
代
が
き
た
と
す
る
議
論
が
生
ま
れ

て
い
る
。
後
者
は
時
に
「
逆
マ
ル
サ

ス
論
」
と
も
呼
ば
れ
、
結
論
は
前
者

と
同
様
に
悲
観
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
少
子
化
も
高
齢

化
も
進
行
ス
ピ
ー
ド
は
と
も
に
世
界

最
速
で
あ
る
。
こ
れ
に
「
逆
マ
ル
サ

ス
論
」
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
二
一
世

紀
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
も
日
本
の

将
来
は
ど
の
国
よ
り
も
暗
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
か
つ
て
「
陰

鬱
な
科
学
」
と
い
わ
れ
た
経
済
学
の

結
論
も
や
は
り
陰
鬱
な
も
の
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長

い
経
済
停
滞
の
な
か
で
こ
う
し
た
人
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減
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金
融
立
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た
ち�

�
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ち
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市
場
の
資
源
配
分
機
能
で
「
国
の
力
」
を
維
持�

前
・
総
合
研
究
開
発
機
構
　
主
任
研
究
員�

（
現
・
預
金
保
険
機
構
　

財
務
部
　

上
席
審
理
役
）�

　
　
　
　
玉
木
　
伸
介�

「
少
子
化
」と「
高
齢
化
」は

別
の
問
題

し
ば
し
ば
、「
少
子
・
高
齢
化
」

と
一
語
で
表
現
さ
れ
る
。
確
か
に
、

少
子
化
に
よ
っ
て
人
口
に
占
め
る
高

齢
者
の
比
率
が
高
く
な
る
、
と
い
う

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
強
調
す
る
に
は
、
一

語
で
表
現
す
る
こ
と
が
便
利
で
あ
ろ

う
。
年
金
財
政
を
論
ず
る
に
は
、
給

付
を
受
け
る
人
数
（
高
齢
者
）
と
拠

出
を
す
る
人
数
（
勤
労
世
代
）
の
比

率
が
重
要
だ
か
ら
、「
少
子
・
高
齢

化
」
と
く
く
る
こ
と
は
合
理
的
だ
。

年
金
の
よ
う
な
、
勤
労
世
代
か
ら
高

齢
者
へ
の
移
転
の
仕
組
み
は
、
世
代

間
の
合
意
に
依
存
す
る
が
、
合
意
形

成
の
際
の
予
算
制
約
が
厳
し
く
な
れ

ば
、
世
代
間
の
緊
張
・
対
立
が
高
ま

り
、
よ
り
ギ
ス
ギ
ス
し
た
世
の
中
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
大
き
な
問

題
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
、
わ
が
国
の
人
口

動
態
に
生
じ
て
い
る
現
象
を
経
済
政

策
の
観
点
か
ら
と
ら
え
る
場
合
に

は
、「
高
齢
化
」
と
「
少
子
化
」
は

別
の
論
点
と
し
て
設
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

「
高
齢
化
」
は
、
日
本
人
の
寿
命

が
延
び
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本

来
、
大
い
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
日
本
の
「
国
の
力
」
と
い
う
観

「
少
子
・
高
齢
化
」
と
い
う
中
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
が
大
き
な
政
策
課
題
を
突
き
つ
け
て
い
る
。
課
題
に
は
多
く
の
側
面

が
あ
り
、
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
が
揺
ら
ぐ
危
惧
が
代
表
的
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、「
少
子
・
高
齢
化
」
を
社

会
保
障
制
度
の
財
源
問
題
と
と
ら
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。
よ
り
大
き
く
、
日
本
の
「
国
の
力
」
が
低
下
し
か
ね
な
い

問
題
と
し
て
対
処
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
少
子
化
が
日
本
の
経
済
と
社
会
を
支
え
る
人
的
資
源
を
減
少
さ
せ
る
な
か
に
あ
っ

て
は
、
金
融
・
資
本
市
場
の
資
源
配
分
機
能
の
一
層
の
活
用
に
よ
っ
て
、
資
本
を
よ
り
生
産
的
な
用
途
に
向
け
な
い
限

り
、
日
本
国
民
の
生
活
水
準
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
金
融
・
資
本
市
場
は
、
人
口
減
少
と
い
う
逆
風

の
な
か
、
従
来
以
上
に
大
き
な
責
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
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驚異的な人口動態が生み出す�
アメリカの消費型経済�

移民流入と高い出生数が巨大な世代層を形成�
�

東京三菱銀行調査室（ニューヨーク）�

チーフエコノミスト　内田　和人�

移
民
政
策
の
変
遷
と

経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ア
メ
リ
カ
が
他
の
先
進
国
に
比
べ

て
高
い
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
背

景
に
は
強
固
な
人
口
動
態
が
あ
る
。

〇
四
年
一
二
月
に
公
表
さ
れ
た
国
勢

調
査
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
総
人

口
は
〇
四
年
七
月
時
点
で
二
億
九
三

六
五
万
人
。
年
間
の
人
口
増
加
率
は

〇
・
九
八
五
％
で
、
日
本
の
〇
・
一

％
、
欧
州
の
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
％
に

比
べ
る
と
突
出
し
て
お
り
、
世
界
の

人
口
増
加
率
（
一
・
二
八
％
）
と
比

較
し
て
み
て
も
大
き
な
差
異
は
な

い
。こ

う
し
た
驚
異
的
な
人
口
動
態
を

創
造
す
る
要
素
に
は
、
大
量
の
移
民

流
入
と
高
水
準
の
出
生
数
が
あ
る

（
第
１
図
）。
ま
ず
、
移
民
に
つ
い

て
は
、
ア
メ
リ
カ
は
世
界
有
数
の
多

民
族
国
家
で
あ
り
、
移
民
と
経
済
成

長
の
関
係
が
強
い
。
長
期
的
な
経
済

繁
栄
を
享
受
し
た
一
九
二
〇
年
代
や

一
九
九
〇
年
代
に
し
て
も
、
そ
れ
以

前
に
移
民
の
流
入
が
加
速
し
て
い

た
。そ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
長
期
間
の
好

景
気
と
株
価
バ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し

た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
移
民
流
入

が
一
九
三
〇
年
当
時
と
現
在
で
は
大

き
く
異
な
り
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
経

済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
大
き
く
左
右

し
た
点
は
興
味
深
い
。

一
九
三
〇
年
当
時
の
移
民
流
入
数

は
毎
年
一
〇
万
人
未
満
と
極
端
に
細

っ
た
が
、
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
移

民
政
策
が
過
渡
期
に
あ
っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
八

六
八
年
の
移
民
法
改
正
（
憲
法
修
正

一
四
条
）
を
受
け
て
、「
ア
メ
リ
カ

で
生
ま
れ
る
か
帰
化
し
た
場
合
に
米

国
市
民
権
が
認
め
ら
れ
る
」
こ
と
に

な
り
、
一
八
八
〇
年
か
ら
一
九
二
〇

年
に
大
規
模
な
移
民
ブ
ー
ム
が
起
こ

っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
先
に
移

住
し
て
き
た
者
が
後
か
ら
移
民
し
て

く
る
動
き
を
制
限
す
る
傾
向
が
強
ま

る
。
と
く
に
一
九
二
一
年
と
一
九
二

四
年
に
は
「T

he
Im

m
igration

R
estriction

A
ct

」（
移
民
制
限

法
）
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
本
格

的
に
移
民
は
抑
制
さ
れ
た
。

代
わ
り
に
メ
キ
シ
コ
革
命
を
受
け

て
離
散
し
た
大
量
の
中
米
移
民
が
ア

メ
リ
カ
へ
流
入
し
た
が
、
彼
ら
は
お

も
に
鉄
道
建
設
に
従
事
す
る
季
節
労

働
者
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
社
会
的
地
位
は
低
か
っ

ア
メ
リ
カ
は
世
界
有
数
の
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
移
民
と
経
済
成
長
の
関
係
が
強
い
。
か
つ
て
は
差
別
的
な
移
民
政
策
か

ら
人
口
減
少
に
よ
る
デ
フ
レ
に
苦
し
む
時
期
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
共
栄
共
存
型
の
政
策
へ
転
換
し
、
一
定
数
の
移
民
流

入
は
、
持
続
的
な
経
済
繁
栄
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
高
い
出
生
率
が
生
み

出
す
巨
大
な
世
代
層
が
加
わ
り
、
強
固
な
人
口
動
態
を
築
い
て
い
る
。
米
銀
戦
略
に
お
い
て
も
人
口
動
態
の
影
響
は
大
き

く
、
最
近
で
は
特
定
地
域
基
盤
の
強
化
や
大
型
金
融
再
編
、
高
齢
化
ビ
ジ
ネ
ス
の
構
築
な
ど
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
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